
Peace Winds Japan                                                    News Release 20060328 TYO 

 1

 

特定非営利活動法人 ピース ウィンズ・ジャパン
広報

Tel：03‐5451-5406 Fax：03‐5451‐5401
pr@peace-winds.org http://www.peace-winds.org

東京都葛飾区とNGOピース ウィンズ・ジャパン 

直下型地震など想定し29日に支援協定 
自治体初のバルーンシェルターも配備 

 

 

 東京都葛飾区と NGO ピース ウィンズ・ジャパン（PWJ、本部＝東京都世田谷区、統括責

任者＝大西健丞）は、首都圏直下型地震などの大規模災害時の被災者支援を想定し、災害

時における連携を図ることを目的に、３月２９日、支援協定を締結します。協定の締結は、

２９日午前１０時３０分より、葛飾区役所・区長室にて行われます。 

 葛飾区はまた、PWJ が大手繊維メーカー帝人と共同開発した緊急支援用大型テント「バ

ルーンシェルター」を、自治体としては全国で初めて購入・配備。緊急時には、約 100 人

を収容する避難所や救護所などととして活用します。２９日午後１時より、葛飾区役所隣

の立石中学校で PWJ による展張指導を行います。 

 
 PWJ は、紛争地や危険地のほか、インドやイラン、インドネシア・スマトラ島など、地震災害に

見舞われた世界各地で緊急支援活動を行ってきた実績と経験を持ち、2004 年 10 月の新潟県中越地

震では同県小千谷市内に緊急支援用大型テント「バルーンシェルター」を設置し、避難所として提

供するなどの支援を行いました。PWJ では、国内で大規模な災害が発生した場合、被害をできるだ

け小さくするため、PWJ が培ってきた経験や能力を積極的に活用したいとの考えを持ち、自治体や

企業との連携を深めています。 

 

 2005 年 3 月には、東海地震発生の際に大きな被害が出ることが懸念されている静岡県袋井市との

間で、「災害時の支援協定書」を締結。災害時における自治体と NGO の連携の先駆的ケースとして

注目を集めました。 

 

 バルーンシェルターは、軽量の素材を、送風機から送り込んだ空気によって支え続ける構造のた

め、余震が続く状況のなかでも倒壊によって被害を受ける恐れがなく、中越地震でも、避難した被

災者に安心して使っていただきました。こうした点が評価され、これまでイオン株式会社が運営す

る全国７つのショッピングセンターで購入・配備されています。 

 

 今回の協定締結により、葛飾区が大規模な災害に見舞われた場合、葛飾区と PWJ は、バルーンシ

ェルターを活用した救援活動をはじめ、地震の規模および被害状況（想定を含む）に応じた対応を

協働して行います。 
 

【バルーンシェルター】 

設営後の大きさは、横22m×幅10.95m×内部高3m、約100人が使用することができる。一方で、重量は約90kg、

収納サイズは1m×1m×1m程度とコンパクトで、運搬も容易。固定アンカー・ペグでの設置に約40分、空気を

入れるのに約15分と、短時間で設営が可能である。 

 

 このリリースに関するお問合せは、ピース ウィンズ・ジャパン広報担当までお願いします。 
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